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【誤訳訂正書】
【提出日】平成30年8月6日(2018.8.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　有効量のフォスフォジエステラーゼ４（ＰＤＥ４）阻害剤と、環状アデノシン一リン酸
（ｃＡＭＰ）増加剤とを含む被験者の認知機能を増すための向知性作用を有する組み合わ
せ剤であって、
　前記ＰＤＥ４阻害剤は、ルテオリン、ケルセチン、ヘスペリジン、バイオカニンＡ、ゲ
ニステイン、メセンブレノン、若しくは、レスベラトール、若しくは、それらのグリコシ
ド、それらの生理学的に許容できる塩、または、それらの組み合わせを含み、
　前記ｃＡＭＰ増加剤は、フォルスコリンであり、
　該フォルスコリンは、前記組み合わせ剤の一日用量あたり、０．９ｍｇ～４．４ｍｇの
範囲で含まれる、
　向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項２】
　有効量のアセチル－Ｌ－カルニチンまたはその生理学的に許容できる塩をさらに含む、
　請求項１に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項３】
　有効量のアセチル－Ｌ－カルニチンをさらに含み、
　フォルスコリンとアセチル－Ｌ－カルニチンとの質量比は、フォルスコリン：アセチル
－Ｌ－カルニチン＝１：１６０～１：２４０である、
　請求項１に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項４】
　Ｌ－フェニルアラニン、Ｌ－カルニチン、アセチル－Ｌ－カルニチン、ビタミンＢ６、
ピペリン、およびそれらの生理学的に許容できる塩からなる群から選ばれる成分の１つ、
または該群から選ばれる成分の組み合わせを有効量含む、
　請求項１に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項５】
　有効量のアセチル－Ｌ－カルニチンをさらに含む、
　請求項１に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項６】
　有効量のピペリンをさらに含む、
　請求項１に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項７】
　有効量のＬ－フェニルアラニンをさらに含む、
　請求項１に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項８】
　有効量のビタミンＢ６をさらに含む、
　請求項１に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項９】
　前記ＰＤＥ４阻害剤、前記ｃＡＭＰ増加剤、またはその両方は、１または複数の植物抽
出物の形態で、前記組み合わせ剤中に存在する、
　請求項１に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項１０】
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　栄養補給剤の形態であり、
　アセチル－Ｌ－カルニチンを有効量さらに含み、
　前記ＰＤＥ４阻害剤は、植物抽出物の形態で前記栄養補給剤中に存在する、
　請求項１に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項１１】
　フォルスコリンとアセチル－Ｌ－カルニチンとの質量比は、フォルスコリン：アセチル
－Ｌ－カルニチン＝１：２００である、
　請求項１０に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項１２】
　前記フォルスコリンは、コレウスフォルスコリ抽出物の形態で前記栄養補給剤中に存在
する、
　請求項１０に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項１３】
　前記フォルスコリンは、コレウスフォルスコリ抽出物の形態で、前記栄養補給剤中に存
在し、フォルスコリンとアセチル－Ｌ－カルニチンとの質量比は、フォルスコリン：アセ
チル－Ｌ－カルニチン＝１：２００である、
　請求項１０に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項１４】
　Ｌ－フェニルアラニン、Ｌ－カルニチン、ビタミンＢ６、およびピペリンからなる群か
ら選ばれる成分の一つ、または該群から選ばれる任意の組み合わせを、さらに有効量含む
、
　請求項１０に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項１５】
　有効量のピペリンをさらに含む、
　請求項１０に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項１６】
　有効量のＬ－フェニルアラニンをさらに含む、
　請求項１０に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項１７】
　有効量のビタミンＢ６をさらに含む、
　請求項１０に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項１８】
　栄養補給剤の形態であり、一日用量の形態において、
　０．９ｍｇ～４．４ｍｇのフォルスコリンあたり、前記ＰＤＥ４阻害剤源として、５％
シナリンに標準化された、２０２．５ｍｇ～９９０ｍｇのアーティチョーク抽出物と、
　０．９ｍｇ～４．４ｍｇのフォルスコリンあたり、１８０ｍｇ～８８０ｍｇのアセチル
－Ｌ－カルニチンと、を含む、
　向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項１９】
　前記栄養補給剤の一日用量あたり、１１２．５ｍｇ～５５０ｍｇのＬ－フェニルアラニ
ン、前記栄養補給剤の一日用量あたり、２．２５ｍｇ～１１ｍｇのビタミンＢ６、および
前記栄養補給剤の一日用量あたり、１０ｍｇ～２０ｍｇのピペリンからなる群から選ばれ
る成分の一つ、または該群から選ばれる成分の任意の組み合わせをさらに含む、
　請求項１８に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項２０】
　フォルスコリンとアセチル－Ｌ－カルニチンとの質量比は、フォルスコリン：アセチル
－Ｌ－カルニチン＝１：１６０～１：２４０である、
　請求項１８に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項２１】
　前記栄養補給剤の一日用量あたり、
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　１１２．５ｍｇ～５５０ｍｇのＬ－フェニルアラニンと、
　前記栄養補給剤の一日用量あたり、２．２５ｍｇ～１１ｍｇのビタミンＢ６とをさらに
含む、
　請求項１８に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項２２】
　カプセルの形態であり、カプセルあたりに、
　５％シナリンに標準化された、３００ｍｇのアーティチョーク抽出物と、
　４／３ｍｇのフォルスコリンと、
　２５０ｍｇのアセチル－Ｌ－カルニチンと、
　５００／３ｍｇのＬ－フェニルアラニンと、
　５／３ｍｇのビタミンＢ６とを含む、
　請求項１８に記載の向知性作用を有する組み合わせ剤。
【請求項２３】
　フォスフォジエステラーゼ４（ＰＤＥ４）阻害フラボノイド、フォルスコリン形態の環
状アデノシン一リン酸（ｃＡＭＰ）増加ラブダンジテルペン、及びアセチル－Ｌ－カルニ
チンを有効量含む被験者の認知機能を増すための栄養補給剤であって、
　該栄養補給剤は、
　０．９ｍｇ～１．１ｍｇのフォルスコリンあたり、前記ＰＤＥ４阻害フラボノイド源と
して、５％シナリンに標準化された、２０２．５ｍｇ～２４７．５ｍｇのアーティチョー
ク抽出物と、
　０．９ｍｇ～１．１ｍｇのフォルスコリンあたり、１８０ｍｇ～２２０ｍｇのアセチル
－Ｌ－カルニチンとを含む、
　栄養補給剤。
【請求項２４】
　Ｌ－フェニルアラニン、Ｌ－カルニチン、ビタミンＢ６、及びピペリンからなる群から
選ばれる成分の一つ、または該群から選ばれる成分の任意の組み合わせをさらに有効量含
む、
　請求項２３に記載の栄養補給剤。
【請求項２５】
　有効量のピペリンをさらに含む、
　請求項２３に記載の栄養補給剤。
【請求項２６】
　有効量のＬ－フェニルアラニンをさらに含む、
　請求項２３に記載の栄養補給剤。
【請求項２７】
　有効量のビタミンＢ６をさらに含む、
　請求項２３に記載の栄養補給剤。
【請求項２８】
　０．９ｍｇ～１．１ｍｇのフォルスコリンあたり、１１２．５ｍｇ～１３７．５ｍｇの
Ｌ－フェニルアラニン、及び有効量のビタミンＢ６からなる群から選ばれる成分の一つ、
または該群から選ばれる成分の任意の組み合わせをさらに含む、
　請求項２３に記載の栄養補給剤。
【請求項２９】
　フォルスコリンとアセチル－Ｌ－カルニチンとの質量比は、フォルスコリン：アセチル
－Ｌ－カルニチン＝１：２００である、
　請求項２３に記載の栄養補給剤。
【請求項３０】
　０．９ｍｇ～１．１ｍｇのフォルスコリンあたり、１１２．５ｍｇ～１３７．５ｍｇの
量でＬ－フェニルアラニンをさらに含む、
　請求項２３に記載の栄養補給剤。
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【請求項３１】
　前記アーティチョーク抽出物は、１ｍｇのフォルスコリンあたり、２２５ｍｇの量であ
り、
　前記アセチル－Ｌ－カルニチンは、１ｍｇのフォルスコリンあたり、１８０ｍｇ～２２
０ｍｇの量であり、
　前記Ｌ－フェニルアラニンは、１ｍｇのフォルスコリンあたり、１２５ｍｇの量である
、
　請求項３０に記載の栄養補給剤。
【請求項３２】
　一日用量の形態で、
　フォスフォジエステラーゼ４阻害フラボノイド源として、５％シナリンに標準化された
、９００ｍｇのアーティチョーク抽出物と、
　４ｍｇのフォルスコリンと、
　７２０ｍｇ～８８０ｍｇのアセチル－Ｌ－カルニチンと、
　５００ｍｇのＬ－フェニルアラニンと、を含む、
　被験者の認知機能を増すための栄養補給剤。
【請求項３３】
　フォスフォジエステラーゼ４阻害フラボノイド源として、５％に標準化された、アーテ
ィチョーク抽出物と、
　フォルスコリン形態の環状アデノシン一リン酸増加ラブダンジテルペンと、
　アセチル－Ｌ－カルニチンと、
　Ｌ－フェニルアラニンと、
　ビタミンＢ６と、
　不活性成分と、を実質的に有効量含み、
　前記アーティチョーク抽出物は、０．９ｍｇ～１．１ｍｇのフォルスコリンあたり、２
０２．５ｍｇ～２４７．５ｍｇの量であり、
　前記アセチル－Ｌ－カルニチンは、０．９ｍｇ～１．１ｍｇのフォルスコリンあたり、
１８０ｍｇ～２２０ｍｇの量であり、
　前記Ｌ－フェニルアラニンは、０．９ｍｇ～１．１ｍｇのフォルスコリンあたり、１１
２．５ｍｇ～１３７．５ｍｇの量である、
　被験者の認知機能を増すための栄養補給剤。
【請求項３４】
　前記アーティチョーク抽出物は、１ｍｇのフォルスコリンあたり、２２５ｍｇの量であ
り、
　前記アセチル－Ｌ－カルニチンは、１ｍｇのフォルスコリンあたり、１８０ｍｇ～２２
０ｍｇの量であり、
　前記Ｌ－フェニルアラニンは、１ｍｇのフォルスコリンあたり、１２５ｍｇの量である
、
　請求項３３に記載の栄養補給剤。
【請求項３５】
　一日用量の形態で、
　フォスフォジエステラーゼ４阻害フラボノイド源として、５％シナリンに標準化された
、９００ｍｇのアーティチョーク抽出物と、
　４ｍｇのフォルスコリンと、
　７２０ｍｇ～８８０ｍｇのアセチル－Ｌ－カルニチンと、
　５００ｍｇのＬ－フェニルアラニンと、
　有効量のビタミンＢ６と、
　不活性成分と、を含む、
　被験者の認知機能を増すための栄養補給剤。
【誤訳訂正２】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０００９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０００９】
　幾つかの実施形態において、前記栄養補給剤は、一日用量あたり、５％シナリンに標準
化された、約２０２．５ｍｇ～約９９０ｍｇのアーティチョーク抽出物と、約０．９ｍｇ
～約４．４ｍｇのフォルスコリンとを含む。幾つかの実施形態においては、ａ）前記栄養
補給剤は、前記栄養補給剤の一日用量あたり、約１８０ｍｇ～約８８０ｍｇのアセチル－
Ｌ－カルニチン、前記栄養補給剤の一日用量あたり、約１１２．５ｍｇ～約５５０ｍｇの
Ｌ－フェニルアラニン、前記栄養補給剤の一日用量あたり、約２．２５ｍｇ～約１１ｍｇ
のビタミンＢ６、および前記栄養補給剤の一日用量あたり、約１０ｍｇ～約２０ｍｇのピ
ペリンからなる群から選ばれる成分の一つ、または該群から選ばれる成分の任意の組み合
わせをさらに含み、ｂ）アセチル－Ｌ－カルニチンを含む実施形態においては、フォルス
コリンとアセチル－Ｌ－カルニチンとの質量比は、フォルスコリン：アセチル－Ｌ－カル
ニチン＝１：２００であってもよく、ｃ）前記栄養補給剤の特定の実施形態は、前記栄養
補給剤の一日用量あたり、約１８０ｍｇ～約８８０ｍｇのアセチル－Ｌ－カルニチンと、
前記栄養補給剤の一日用量あたり、約１１２．５ｍｇ～約５５０ｍｇのＬ－フェニルアラ
ニンと、前記栄養補給剤の一日用量あたり、約２．２５ｍｇ～約１１ｍｇのビタミンＢ６
とを含むことができ、またはｄ）ａ）～ｃ）の任意の組み合わせである。特定の実施形態
においては、前記栄養補給剤は、一日用量あたり、５％シナリンに標準化された、約９０
０ｍｇのアーティチョーク抽出物、約４ｍｇのフォルスコリン、約７５０ｍｇのアセチル
－Ｌ－カルニチン、約５００ｍｇのＬ－フェニルアラニン、および約５ｍｇのビタミンＢ
６を含む。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１１】
　幾つかの実施形態においては、前記方法は、一日用量あたり、５％シナリンに標準化さ
れた、約２０２．５ｍｇ～９９０ｍｇのアーティチョーク抽出物、および約０．９ｍｇ～
４．４ｍｇのフォルスコリンを含む栄養補給剤を前記被検体に投与することを含む。幾つ
かの実施形態においては、ａ）前記栄養補給剤は、前記栄養補給剤の一日用量あたり約１
８０ｍｇ～約８８０ｍｇのアセチル－Ｌ－カルニチン、前記栄養補給剤の一日用量あたり
約１１２．５ｍｇ～約５５０ｍｇのＬ－フェニルアラニン、前記栄養補給剤の一日用量あ
たり約２．２５ｍｇ～約１１ｍｇのビタミンＢ６、および前記栄養補給剤の一日用量あた
り約１０ｍｇ～２０ｍｇのピペリンからなる群から選ばれる成分の一つ、または該群から
選ばれる成分の任意の組み合わせをさらに含み、ｂ）アセチル－Ｌ―カルニチンを含む実
施形態においては、フォルスコリンとアセチル－Ｌ－カルニチンとの質量比は、フォルス
コリン：アセチル－Ｌ－カルニチン＝１：２００であってもよく、ｃ）前記栄養補給剤の
特定の実施形態は、前記栄養補給剤の一日用量あたり約１８０ｍｇ～約８８０ｍｇのアセ
チル－Ｌ－カルニチンと、前記栄養補給剤の一日用量あたり約１１２．５ｍｇ～約５５０
ｍｇのＬ－フェニルアラニンと、前記栄養補給剤の一日用量あたり約２．２５ｍｇ～１１
ｍｇのビタミンＢ６とを含むことができ、またはｄ）ａ）～ｃ）の任意の組み合わせであ
る。特定の実施形態においては、前記栄養補給剤は、一日用量あたり、５％シナリンに標
準化された、約９００ｍｇのアーティチョーク抽出物と、約４ｍｇのフォルスコリンと、
約７５０ｍｇのアセチル－Ｌ－カルニチンと、約５００ｍｇのＬ－フェニルアラニンと、
約５ｍｇのビタミンＢ６とを含む。
【誤訳訂正４】
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【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００１９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００１９】
　フラボノイドは、３環系の骨格構造を有し、フラボノイドグリコシドを含む植物性化合
物である。図１Ａに示されたルテオリンは、ＰＤＥ４を含む、３’，５’－環状ヌクレオ
チドフォスフォジエステラーゼ酵素を阻害することができるフラボノイドである。ルテオ
リンは、アーティチョーク（Ｃｙｎａｒａ　ｓｃｏｌｙｍｕｓ、チョウセンアザミ）など
の特定の植物中で見られ、ルテオリンを含むアーティチョーク抽出物は、市販されている
。アーティチョーク抽出物は、アーティチョーク中のシナリン、つまり、カフェオイルキ
ナ酸の量に基づいて標準化されてもよい。ＰＤＥ４阻害フラボノイドの他の例は、これら
に限られる訳ではないが、玉ねぎ（Ａｌｌｏｕｍ　ｃｅｐａ、アリウム・セパ）を含む多
くの植物中で見られるケルセチン（図１Ｂ）、柑橘植物中で見られるヘスペリジン（図１
Ｃ）、ムラサキツメクサ（Ｔｒｉｆｏｌｅｕｍ　ｐｒｅｔｅｎｓｅ、トリフォリウム・プ
ラテンセ）を含む多くの植物中で見られるバイオカニンＡ（図１Ｄ）、大豆中で見られる
ゲニステイン（図１Ｅ）を含む。これらの植物化合物を含む抽出物は、市販されている。
ＰＤＥ４阻害アルカロイドの非限定的な例は、図１Ｆに示されたメセンブレノンである。
メセンブレノンは、カンナとしても知られる、多肉多汁のハーブであるセレチウムトーチ
ュオサム（Ｓｃｅｌｅｔｉｕｍ　ｔｏｒｔｕｏｓｕｍ）中で見られ、メセンブレノンを含
むカンナ抽出物は、市販されている。スチルベノイドは、Ｃ６－Ｃ２－Ｃ６構造を有する
スチルベン誘導体である。ＰＤＥ４阻害スチルベノイドの非限定的な例は、ブドウおよび
他の果実の中で見られるレスベラトロール（図１Ｇ）である。レスベラトロールを含むブ
ドウ抽出物は市販されている。ルテオリン、ケルセチン、ヘスペリジン、バイオカニンＡ
、ゲニステイン、メセンブレノン、およびレスベラトロールのグリコシドは、ＰＤＥ４阻
害剤として作用してもよい（参考文献４６～５１）。ＰＤＥ阻害剤は、例えば、アメリカ
合州国ミズーリ州セントルイスのＳｉｇｍａ－Ａｌｄｒｉｃｈから、精製された成分とし
て市販され、および／または、例えば、アメリカ合州国イリノイ州ブルーミングデールの
Ｎｏｗ　Ｆｏｏｄｓ、アメリカ合州国カリフォルニア州ロスアンゼルスのＪａｒｒｏｗ　
Ｆｏｒｍｕｌａｓ、アメリカ合州国カリフォルニア州スコットバレーのＳｏｕｒｃｅ　Ｎ
ａｔｕｒａｌｓ、アメリカ合州国ユタ州パークシティのＮｅｕｔｒａｃｅｕｔｉｃａｌ、
アメリカ合州国ノースダコダ州ファーゴにあるＳｗａｎｓｏｎ　Ｈｅａｌｔｈ　Ｐｒｏｄ
ｕｃｔｓ、アメリカ合州国カリフォルニア州ソキュエルのＰｌａｎｅｔａｒｙ　Ｈｅｒｂ
ａｌｓ、およびアメリカ合州国カリフォルニア州ヴェンチュラのＢｅｔｔｅｒ　Ｂｏｄｙ
　Ｓｐｏｒｔｓから、植物抽出物として市販されている。
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４０
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４０】
　実験によって決定された成人についての幾つかの特定の実施形態は、
　２００ｍｇのアセチル－Ｌ－カルニチンと、
　１ｍｇのフォルスコリンと、
　５％シナリンに標準化された、２２５ｍｇのアーティチョーク抽出物と、
　１２５ｍｇのＬ－フェニルアラニンと、
　２．５ｍｇのビタミンＢ６と、
　を含む。
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
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【訂正対象項目名】００４１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４１】
　代替の処方は、
　２００ｍｇのアセチル－Ｌ－カルニチン、
　１ｍｇのフォルスコリン、
　５％シナリンに標準化された、２２５ｍｇのアーティチョーク抽出物、
　または、
　１ｍｇのフォルスコリン、
　５％シナリンに標準化された、２２５ｍｇのアーティチョーク抽出物、
　１２５ｍｇのＬ－フェニルアラニン、
　を含む。
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４２】
　これらの特定の実施形態は、例示的なものであり、各成分の質量は、効能の明らかな低
下がない限り、１０％変えられてもよい。また、服用量は、一日あたり１～２回、１～３
回、１～４回、２～３回、２～４回、３～４回、または１、２、３回、あるいは４回であ
ってもよい。そのため、幾つかの実施形態においては、一日用量あたりの成分の範囲は、
５％シナリンに標準化された、約２０２．５ｍｇ～約４９５ｍｇ、約２０２．５ｍｇ～約
７４２．５ｍｇ、または約２０２．５ｍｇ～約９９０ｍｇのアーティチョーク抽出物、お
よび約０．９ｍｇ～約２．２ｍｇ、約０．９ｍｇ～約３．３ｍｇ、または約０．９ｍｇ～
約４．４ｍｇのフォルスコリンであってもよい。
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００４３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００４３】
　代わりに、一日用量は、５％シナリンに標準化された、約２２５ｍｇ、約４５０ｍｇ、
約６７５ｍｇ、または約９００ｍｇのアーティチョーク抽出物、および約１ｍｇ、約２ｍ
ｇ、約３ｍｇ、または約４ｍｇのフォルスコリンであってもよく、あるいはそのような量
を１０％変えてもよい。
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５３】
（実施例１）
アーティチョーク抽出物およびフォルスコリン
　本発明者は、５％シナリンに標準化された、９００ｍｇのアーティチョーク抽出物（イ
リノイ州ブルーミングデールのＮｏｗ　Ｆｏｏｄｓ）と、１％フォルスコリンに標準化さ
れ、３．８５ｍｇのフォルスコリンを生じる、３８５ｍｇのコレウスフォルスコリ根（ユ
タ州パークシティのＮｅｕｔｒａｃｅｕｔｉｃａｌ）とを摂取した。該組み合わせ剤は、
毎朝１回投与された。前記組み合わせ剤を摂取後、本発明者は、基準と比べて、空間探索
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および文法的推論テストの結果が良好であった。本発明者は意欲の増加を感じ、長時間学
習することができた。主観的ではあるが、彼はまた、学習された材料を良好に記憶した。
本発明者は、昼に極度の疲労を感じ、一対の項目（対象とその位置）を記憶する対連合学
習テストである「Ｐａｉｒｅｄ　Ａｓｓｏｃｉａｔｅｓ」（カナダオンタリオ州のＣａｍ
ｂｒｉｄｇｅ　Ｂｒａｉｎ　Ｓｃｉｅｎｃｅｓ）によって測定された短期記憶は、僅かに
負の影響を受けた。
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５７】
（実施例５）
　この実施例は、被検体による証明書に基づく。被検体は、集中力および記憶力に問題が
ある女性であった。栄養補給剤は、カプセル形態であり、カプセルは、５％シナリンに標
準化された、３００ｍｇのアーティチョーク抽出物、約４／３ｍｇのフォルスコリン、１
６７ｍｇのＬ－フェニルアラニン、５／３ｍｇのビタミンＢ６、および２５０ｍｇのアセ
チル－Ｌ－カルニチンを含んでいた。さらに、担体としての、セルロース、植物性ステア
リン酸、およびシリカが含まれていた。栄養補給剤を摂取後、被検体は、関心、気力およ
び記憶力の増加を報告した。
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５８】
（実施例６）
　この実施例は、男性の被検体による証明書に基づく。栄養補給剤は、カプセル形態であ
り、カプセルは、５％シナリンに標準化された、３００ｍｇのアーティチョーク抽出物、
約４／３ｍｇのフォルスコリン、１６７ｍｇのＬ－フェニルアラニン、５／３ｍｇのビタ
ミンＢ６、および２５０ｍｇのアセチル－Ｌ－カルニチンを含んでいた。さらに、担体と
しての、セルロース、植物性ステアリン酸、およびシリカが含まれていた。栄養補給剤を
摂取後、被検体は、関心および心理的視野の増加を報告した。
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５９】
（実施例７）
　この実施例は、男性の被検体による証明書に基づく。栄養補給剤は、カプセル形態であ
り、カプセルは、５％シナリンに標準化された、３００ｍｇのアーティチョーク抽出物、
約４／３ｍｇのフォルスコリン、１６７ｍｇのＬ－フェニルアラニン、５／３ｍｇのビタ
ミンＢ６、および２５０ｍｇのアセチル－Ｌ－カルニチンを含んでいた。さらに、担体と
しての、セルロース、植物性のステアリン酸、およびシリカが含まれていた。栄養補給剤
を摂取後、被検体は、関心および集中力の増加を報告した。


	header
	written-amendment

